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『朱子語類』巻第八十九
礼六
　冠昏喪
　　総論
【 1】
　冠禮・昏禮、不知起於何時。如禮記疏説得恁地（1）、不知如何未暇辨得。　義剛
〔訳〕
　冠礼・昏礼はいつが起源かわからない。『礼記』の疏などがあのように説いてはいるが、
なぜか詳しく説明してくれていない。 （黄義剛）
〔注〕
（ 1） 禮記疏説得恁地　　冠礼について、『礼記注疏』冠義には「但冠禮起早晩、書傳
既無正文」の一文があり、続いて「略説」（『尚書大伝』の篇名）の注「古人、謂三皇
時、以冒覆頭、句領繞頸」を引き、「至黃帝、則有冕也」云々と述べる。昏礼につい
ては『礼記注疏』昏儀に「其天地初分之後、遂皇之時、則有夫婦。故通卦驗云、遂皇
始出、握機矩。是法北斗七星而立七政。禮緯斗威儀之篇、七政、則君臣父子夫婦及政
等。既稱夫婦、是始自遂皇也」とある。遂皇は燧人のこと。上古の伝説上の帝王で、
人に火を使うことを教えた。『考文解義』第十九「礼」においても「冠義疏云、冠禮
起於三皇黃帝之時」と指摘する。
【 2】
　問（校1）「冠昏喪祭、何書可用（校2）」。 曰「只（校3）溫公書儀略可行、亦不備（1）」。又曰「只
是儀禮」。問（校4）「伊川亦有書（校5）（2）」。曰「只（校6）有些子」。　節
〔校注〕
（校 1） 「問」、楠本本は「節問」。
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（校 2） 「用」、楠本本は「用者」。
（校 3） 「只」、楠本本は「只者」。
（校 4） 「問」、楠本本は「節復問」。
（校 5） 「書」、楠本本は「此書」。
（校 6） 楠本本は「只」の前に「那个」の二字あり。
〔訳〕
　質問、「冠・昏・喪・祭は、どの書物が役にたつでしょうか」。
　答え、「温公（司馬光）の『書儀』ならだいたい行なえるが、しかし完全ではない」。
　またいう、「『儀礼』しかない」。
　質問、「伊川（程頤）にも礼に関する書物がありますが」。
　答え、「ほんのわずかしかない」。 （甘節）
〔注〕
（ 1） 溫公書儀略可行、亦不備　　司馬光の『書儀』については、巻八十五・礼二・儀
礼・総論の第 9条注（ 2）を参照。同書では巻二から最終巻まで、冠昏喪祭の礼につ
いて記述されている。細目は、巻二が冠儀、巻三・四が婚儀上・下、巻五～十が喪儀
一～六。
（ 2） 伊川亦有書　　『程氏文集』巻十・伊川先生文六（『二程集』Ⅱ・六二〇）に「礼」
の項目あり。内訳は以下のとおり。「婚礼（納采・問名・納吉・納徴・請期・成婚・
奠采）」、「葬説」、「葬法決疑」、「記葬用柏棺事」、「作主式」、「祭礼（四時祭・始祖・
先祖・禰）」。『直斎書録解題』巻六には「伊川程氏祭礼一巻。程頤正叔撰。首載作主式」
とあり、程頤の「祭礼」に関しては、その言説が一書にまとめられていたことがわか
る。
【 3】
　欽夫（校1）嘗定諸禮可行者、〔淳録（校2）云「在廣西刊三家禮（1）」〕、乃除冠禮不載。問之、
云（校3）「難行」。某答之云「古禮惟冠禮最易行。〔淳録云「只一家事」〕。如昏禮須兩家皆
好禮〔淳録云「礙兩家、如五兩之儀（2）、須兩家是一樣人、始得」〕、方得行。喪禮臨時
哀痛中、少有心力及之。祭禮則終獻之儀（3）、煩多長久、皆是難行。看冠禮比他禮却最
易行」。　賀孫　〔淳録少異〕
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〔校注〕
（校 1） 「欽夫」、楠本本は「張欽夫」。
（校 2） 楠本本は陳淳の記録を独立させて一条とし、第 4条としてこの後に続けてい
る。それは次のとおり。「敬夫在廣西刊三家禮、除却冠禮。某問其故。敬夫曰、冠禮
難行。某曰、冠禮却易行、只一家事。昏禮却難行。礙兩家、如五緉之儀、須是兩家一
樣人始得　淳」。
（校 3） 「云」、楠本本は「乃云」。
〔訳〕
　欽夫（張栻）が以前、実行しうる諸礼を定めたが〔陳淳の記録では「広西で『三家礼』
を刊行した」〕、冠礼は省いて載せなかった。それについて尋ねたところ、「行なうのが
むずかしい」という。私はこれに答えていった、「古礼のうちでは冠礼が一番実行しや
すい〔陳淳の記録では「ただ一家だけのことだ」〕。昏礼なんかは両家がともに礼を好ま
ないと〔陳淳の記録では「両家にまたがることなので、五両の儀などは、両家が一家族
のようにならなければならない」〕、実行することができない。喪礼は、その時その時の
哀痛に少しく心血を注がねばならない。祭礼では、終献の儀が煩瑣複雑で時間もかかる
というふうに、みな行なうのが困難である。冠礼を見ると、他の礼に比べてずっと実践
しやすい」。 （葉賀孫）　〔陳淳の記録はやや異なる。〕
〔注〕
（ 1） 在廣西刊三家禮　　張栻が淳煕三年（一一七六）、広西桂林の郡学で刊行した『三
家昏喪祭礼』五巻のこと。司馬光、張載、程頤三人の昏喪祭に関する礼説を集めたも
の。張栻「跋三家昏喪祭礼」（『南軒集』巻三十三）参照。また、朱熹にも同書のため
に撰した跋文「跋三家礼範」（『文集』巻八十三）がある。
（ 2） 五兩之儀　　『周礼』地官媒氏に「凡嫁子娶妻、入幣純帛、無過五兩」、『礼記』
雑記篇下に「納幣一束、束五兩、兩五尋」とある。納幣の際、純帛を新婦の家に納め
る。両は織物の単位で、二端。一端は二丈。両端から中央に向かって巻いた二巻を一
両とするので、五両は十巻（合計十丈）になる。
（ 3） 終獻之儀　　祭礼においては酒を初献、亜献、終献の三回献じる。『儀礼』士虞
礼、特牲饋食礼など。
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【 4 】
　問「喪祭之禮、今之士固難行、而冠昏自行、可乎」。曰「亦自可行。某今所定者（1）、
前一截依溫公、後一截依伊川。昏禮事屬兩家、恐未必信禮、恐或難行。若冠禮、是自家
屋裏事、却易行。向見南軒説冠禮難行（2）。某云、是自家屋裏事、關了門、將巾冠與子
弟戴（3）、有甚難」。
　又云「昏禮廟見舅姑之亡者（4）而不及祖、蓋古者宗子法行（5）、非宗子之家不可別立祖廟、
故但有禰廟（6）。今只共廟、如何只見禰而不見祖。此當以義起（7）、亦見祖可也」。
　問「必待三月（8）、如何」。曰「今若既歸來、直待三月、又似太久。古人直是至此方見
可以爲婦及不可爲婦、此後方反馬（9）。馬是婦初歸時所乘車、至此方送還母家」。　賀孫
〔校注〕
　※ 本条は楠本本では昏礼の第 4条にあり。また、初めと二度目の「問」をともに「賀
孫問」に作る。
〔訳〕
　質問、「喪・祭の礼は、今の士人ではもちろん実践困難ですが、冠・昏の方はみずか
ら行なってよいでしょうか」。
　答え、「行なってかまわない。私がいま定めているものは、前の部分は温公（司馬光）
に、後ろの部分は伊川（程頤）に依拠している。昏礼は二つの家がかかわるし、両家が
必ずしも礼を信じるとは限らないから、実行はむずかしいかもしれない。冠礼などは自
分の家の中での行事なので、かえって行ないやすい。以前、南軒（張栻）に会った時、
冠礼は行うのがむずかしいといっていた。私は『冠礼は自分の家の中の行事で、門を閉
じ、巾冠を子弟の頭に載せてやるだけのことで、むずかしいことなどありはしない』と
話したものだ」。
　またいう、「『儀礼』の昏礼では、亡くなった舅と姑に廟見することは述べるが、祖父
には言及していない。思うに、昔は宗子の法が行なわれていたため、宗子の家でなけれ
ば別個に祖廟を建てることができず、よって禰廟があるだけだったのだろう。今では
（祖父母も父母も）一つの廟にともに祀られている。どうして舅姑だけに挨拶して、祖
父母に挨拶しないでいられよう。これはまさに道理に従って儀礼を作るべきもので、祖
父にも挨拶してよいのである」。
　質問、「必ず三ヶ月後という点に関してはいかがですか」。
　答え、「今もし嫁いできていて、三ヶ月もずっと待つというのはちょっと長すぎるよ
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うに思う。古人はこの時になってはじめて、嫁になれるかどうかを判断していた。そし
てその後でようやく馬を返した。馬とは新婦が嫁いで来るときに乗ってきた馬車のこと
であり、ここでようやく実家に返すのである」。 （葉賀孫）
〔注〕
（ 1） 某今所定者　　『家礼』を指すであろう。
（ 2） 向見南軒説冠禮難行　　第 3条参照。
（ 3） 巾冠　　二十歳で成人になると、庶人は巾をつけ、士人は冠をつける。『釈名』
釈首飾に「二十成人、士冠、庶人巾」という。
（ 4） 昏禮廟見舅姑之亡者　　『儀礼』士昏礼に「若舅姑既沒、則婦入三月、乃奠菜」
とある。廟において亡くなった舅・姑の神
しんしゅ
主（位牌）に挨拶することをいう。
（ 5） 宗子　　本家の嫡子を指す。
（ 6） 禰廟　　父母を祀る廟。嫁にとっては舅姑の廟。
（ 7） 當以義起　　『程氏遺書』巻二十二上（『二程集』Ⅰ・二八五）に「凡禮、以義起
之可也」とあるのによる。
（ 8） 必待三月　　注（ 4）参照。
（ 9） 反馬　　『左伝』宣公五年「冬、來、反馬也」の杜預注に「禮、送女留其送馬、
謙不敢自安、三月廟見、遣使反馬」とある。
【 5】
　問冠昏喪祭禮。曰「今日行之正要簡、簡則人易從。如溫公書儀、人已以爲難行、其殽
饌十五味（1）、亦難辦。舜功（2）云「隨家豐儉」。曰「然」。
　問「唐人立廟、不知當用何器」。曰「本朝只文潞公立廟（3）、不知用何器。呂（校1）與叔
亦曾立廟（4）、用古器。然其祭以古玄服、乃作大袖皂衫、亦怪、不如著公服。今五禮新
儀亦簡（5）、唐人祭禮極詳（6）」。　可學
〔校注〕
（校 1） 「呂」、もと「曰」に作るが、中華書局本の校訂および楠本本によって改めた。
〔訳〕
　冠・昏・喪・祭の礼について質問した。
　答え、「現在これらを行なおうとすれば簡便にすることが必要だ。簡便であれば人は
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従いやすい。温公（司馬光）の『書儀』などは、実践するのがむずかしいと人は考えて
いる。その殽
おそなえ
饌十五味なども煩雑すぎる」。
　舜功（符舜功）がいった、「家が豊かか、そうでないかによるのでしょうか」。
　答え、「そうだ」。
　質問、「唐代人が廟を建てた場合、どのような礼器を用いていたのでしょうか」。
　答え、「宋代ではただ文潞公（文彦博）だけが廟を建てたが、どんな礼器を用いたか
はわからない。呂與叔（呂大臨）も以前、廟を建てて古い礼器を用いた。しかし祭礼に
古風な玄服を用いるべきだとして、大袖や皂
そうさん
衫まで作ったのは滑稽であり、公服を着る
方がよい。今の『五礼新儀』も簡便である。唐代の祭礼は非常に詳細だった」。
 （鄭可学）
〔注〕
（ 1） 殽饌十五味　　『書儀』巻八・喪儀四・卒哭に「執事者、具饌如時祭。陳之於盥
帨之東、用卓子。蔬果各五品。膾・炙・羹・殽・軒・ 脯
ほしにく
・ 醢
しおから
・庶羞・麵食・米食、
共不過十五品」とある。また同書巻十・喪儀六・祭にもほぼ同様の文あり。
（ 2） 舜功　　陸九淵の弟子である符舜功のことと思われる。
（ 3） 本朝只文潞公立廟　　司馬光の「文潞公家廟碑」（『温国文正司馬公文集』巻七九）
に詳しい記述がある。また『語類』にも「本朝惟文潞公法唐杜佑制、立一廟在西京」（巻
九十・47条／Ⅵ・二三〇二）とあり、『文集』巻六十三「答郭子従一」にも「獨文潞
公嘗立家廟」という。
（ 4） 呂與叔亦曾立廟　　呂大臨はまた兄の呂大防とともに、古礼にもとづく『家祭礼』
一巻を編纂したが（『宋史』巻三百四十・呂大防伝）、すでに散逸している。吾妻重二
「宋代の家廟と祖先祭祀」（『朱熹『家礼』の版本と思想に関する実証的研究』所収、
基盤研究（Ｃ）（ 2）科学研究費成果報告書、二〇〇三年）を参照。
（ 5） 五禮新儀　　『政和五礼新儀』二百四十巻、目録五巻（『直斎書録解題』巻六）。
現存は二百二十巻（四庫全書本）。北宋末、蔡京時代の政和元年（一一一一）に議礼
局の鄭居中らによって編纂され、まもなく全国に頒布された（『宋史』徽宗本紀）。
（ 6） 唐人祭禮極詳　　『大唐開元礼』は全百五十巻。うち、冠礼は巻一一四、一一七
～一二二まで、昏礼は巻一一五～一一六および一二三～一二五、喪礼は巻一三二～一
五〇、祭礼は巻七四～七八にそれぞれ記述がある。いずれも「宮中」「一品～三品」「四
品～五品」「六品以下」と、位を四つに分けてそれぞれの行うべき礼を詳細に説く。
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【 6 】
　問「冠昏之禮、如欲行之、當須使冠昏之人易曉其言、乃爲有益。如三加之辭（1）、出
門之戒（2）、若只以古語告之、彼將謂何」。曰「只以今之俗語告之（3）、使之易曉、乃佳」。
　時擧
〔訳〕
　質問、「冠礼・昏礼は、もし実行しようとするなら、冠礼・昏礼の当事者に挨拶の言
葉を理解しやすいようにして、はじめて役に立ちます。三加の辞や出門の戒などは、も
し古語で告げたら、相手はいったいどう思うでしょう」。
　答え、「もっぱら今の俗語でもって相手に告げて理解しやすくすれば、うまくいくだ
ろう」。 （潘時挙）
〔注〕
（ 1） 三加之辭　　三加とは、冠礼に際して三度冠をかぶせること。『儀礼』士冠礼に
よれば、最初に緇布冠、次に皮弁の冠、最後に爵弁の冠をかぶせる。これらの冠をか
ぶせる際の祝辞は、士冠礼に「始加、祝曰『令月吉日、始加元服。棄爾幼志、順爾成
德。壽考惟祺、介爾景福』。再加、曰『吉月令辰、乃申爾服。敬爾威儀、淑愼爾德、
眉壽萬年、永受胡福』。三加、曰『以歲之正、以月之令、咸加爾服。兄弟具在、以成
厥德。黄耇無疆、受天之慶』」と見える。
（ 2） 出門之戒　　新婦が嫁ぐために家の門を出る時、父は「戒之敬之、夙夜毋違命」
と戒め、母は「勉之敬之、夙夜無違宮事」と戒め、諸母（おばたち）は「敬恭聽、宗
爾父母之言、夙夜無愆、視諸衿鞶」と戒める（『儀礼』士昏礼・記）。
（ 3） 只以今之俗語告之　　このように朱熹はいうが、『家礼』に載せる三加の辞や出
門の戒は、『儀礼』士冠礼のものとほぼ同じである。
 （以上、緒方賢一）
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　喪（校1）
〔校注〕
（校 1） 「喪」、楠本本は「喪禮」。
【 1】
　問喪禮制度節目。曰「恐怕儀禮也難行。如朝夕奠（1）與葬時事尚可。未殯（2）以前、如
何得一一恁地子細。只如含飯（3）一節、敎人從那裏轉、那裏安頓、一一各有定所、須是
有人相、方得。孔子曰『行夏之時、乘殷之輅（4）』、已是厭周文之類了。某怕聖人出來、
也只隨今風俗立一箇限制、須從寛簡。而今考得禮子細、一一如古、固是好。如考不得、
也只得隨俗不礙理底行去」。　胡泳
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十九にはなし。
〔訳〕
　喪礼制度の細目について質問した。
　答え、「おそらく『儀礼』のもまたやりにくいだろう。朝夕の奠や埋葬の時のことは
まだいい。殯する前のことについては、どうして一つ一つこんなふうに細かくできるだ
ろうか。たとえば含飯の一節だが、人にどのように向きをかえさせ、どのように安置さ
せるかについて、一つ一つそれぞれ決まった位置があり、誰かが補佐しなければできっ
こない。孔子は『夏の時を行ない、殷の輅に乗る』と述べているところを見ると、もは
や周代ふうの文飾に嫌気がさしていたのだ。私は思うのだが、聖人が現われたとして
も、ただ、今の風俗に沿って制限を設けるだけで、きっと簡便なものに従うはずだ。
今、礼について細かく考証し、一つ一つ昔どおりに復元できればもちろんいい。だが、
きちんと考証できない場合でも、習俗に従って道理に反することなく行なっていくより
ほかはあるまい」。 （胡泳）
〔注〕
（ 1） 朝夕奠　　奠とは酒や供物をそなえて祭祀すること。朝夕奠とは、『儀礼』士喪
礼によれば、殯開始の翌日（死去の四日目）から埋葬までのおよそ三ヶ月間、毎日朝
夕に行なう祭奠のこと。
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（ 2） 殯　　死者を入歛（納棺）したあと、葬るまでの間、停柩して安置すること。か
りもがり。『論語』郷党篇に「朋友死無所歸、曰於我殯」とあり、その皇侃の疏に「殯、
謂停喪於寢、以待葬也」とある。
（ 3） 含飯　　『儀礼』士喪礼によれば、喪礼において沐浴の後に主人が死者の口中に
米および貝を含ませること。飯含ともいう。
（ 4） 行夏之時、乘殷之輅　　『論語』衛霊公篇。顔淵が孔子に治国の方法を問うたの
に対して孔子が答えた語。「夏の暦法を行い、殷の大車に乗る」。殷の大車（輅、王者
の車）は木製で、周の華美なものと比べて質素かつ堅牢であったため、孔子はこれを
良いものとしたという。
【 2】
　因論喪服（1）、曰「今人吉服（2）皆已變古、獨喪服必欲從古、恐不相稱（3）」。閎祖云「雖
是如此、但古禮已廢、幸此喪服尚有古制、不猶愈於倶亡乎」。直卿亦以爲然。
　先生曰（校1）「『禮時爲大（4）』。某嘗謂、衣冠本以便身、古人亦未必一一有義。又是逐時
增添、名物愈繁。若要可行、須是酌古之制、去其重複、使之簡易、然後可」。又云「一
人自在下面做、不濟事。須是朝廷理會、一齊與整頓過」。又云「康節説（校2）『某今人、須
著（校3）今時衣服（5）』、忒煞（6）不理會也」。　閎祖　〔以下喪服〕
〔校注〕
（校 1） 「曰」、楠本本は「云」。
（校 2） 「康節説」、楠本本は「邵康節云」。
（校 3） 「著」、楠本本・正中書局本は「着」。
〔訳〕
　喪
も
服
ふく
について論じた時におっしゃった。
　「今の人の吉服はみな昔のものを変えてしまっているが、喪服だけは必ず古風なもの
に準じようとしている。これではおそらくつり合いがとれないだろう」。
　閎祖、「確かにそうですが、しかし、古礼はすでに廃れてしまっていますので、幸い
にもこの喪服にまだ古代の作りが残されているのは、両方とも滅んでしまっているより
はまだましではありませんか」。直卿（黄榦）もそれに同意した。
　先生はいう、「『礼は時を大なりと為す』だ。私はかつていったはずだ、衣服や冠はも
ともと体に合うように作るものであり、古人も必ずしも一つ一つに意味を持たせていた
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とは限らない、と。その上、時を逐って次第につけ加えられ、礼の事物はますます複雑
になっている。もし実行可能なものを求めるならば、昔の制度を考慮に入れつつ、その
重複を省き、簡単平易なものにすべきだ」。
　またいう、「一人で民間で実行したところで、何の用もなさぬ。朝廷がこの問題に取
り組んで、すっきりと整備してくれなければな」。
　またいう、「邵康節は『わしは今の人間だから、どうしても今の服を着る』といって
いるが、てんで真面目に考えていない」。 （李閎祖）　〔以下、喪服について〕
〔注〕
（ 1） 喪服　　ここでは喪中に身に着ける服装のこと。凶服。『儀礼』喪服によると、
死者との血縁関係により、喪の重い順に斬衰、斉衰、大功、小功、緦麻の五種類があ
り、これら五種類の喪服を五服と総称する。たとえば、子の父親に対する喪、あるい
は諸侯の天子に対する喪など最も重い喪たる斬衰（三年の喪）における喪
も
服
ふく
は、「斬
衰裳、苴絰、杖、絞帶、冠繩纓、菅屨」となる。
（ 2） 吉服　　祭祀の時に身につける服装。祭祀は五礼（吉礼・嘉礼・賓礼・軍礼・凶
礼）のうちの吉礼にあたるので、こう呼ばれる。『周礼』地官郷師「正歲、稽其鄉器、
比共吉凶二服」の鄭注に「吉服者、祭服也。凶服者、弔服也」とある。
（ 3） 恐不相稱　　『語類』巻八十四・礼一・論考礼綱領・ 7条にも「凶服古而吉服今、
不相抵接」とある。
（ 4） 禮時爲大　　『礼記』礼器篇の語。礼はその時代に適合していることが最も重要
である、の意味。
（ 5） 康節説……　　『語類』巻八十七・深衣・ 2条（Ⅵ・二二六五）にも「康節向溫
公説『某今人、著今之服』、亦未是」とある。
（ 6） 忒煞　　はなはだの意。「忒」は「太」に同じ。『語類』巻二十三・ 5条（Ⅱ・
五六一）に「周禮忒煞繁細、亦自難行」とある。
【 3】
　問子升（校1）（1）、「向見考祔（校2）禮（2）、煞（3）子細。不知其他（校3）禮數、都考得如此否」。
曰「未能及其他（校4）」。曰「今古不同。如殯禮、今已自不可行」。
　子升因問「喪禮、如溫公儀、今人平時既不用古服、却獨於喪禮服之（4）、恐亦非宜、
兼非禮不足哀有餘（5）之意。故向來斟酌、只以今服加衰絰（6）」。曰「論來固是如此。只
如今因喪服尚存古制、後世有願治君臣、或可因此擧而行之。若一向廢了、恐後來者愈不
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復識矣」。　木之
〔校注〕
（校 1） 「問子升」、楠本本は「問子升兄」。
（校 2） 「祔」、楠本本は「附」。
（校 3） 「他」、朝鮮整版は「它」。
（校 4） 「他」、朝鮮整版は「它」。
〔訳〕
　子升への質問、「先日祔礼についての考証を見ましたが、とても詳細なものでした。
他の儀礼の細目もみなこれほど詳細に考証なさったのですか」。
　答え、「まだ祔礼以外の儀礼には手をつけていない」。またいう、「今と昔とでは違う。
たとえば殯礼は、今ではもう実行することができない」。
　そこで子升が質問した、「喪礼について、『温公書儀』なんかですと、今の人は普段古
服を着ないのに、喪礼の時だけは身につけるようになっていますが、やはり適切ではな
く、しかも『礼は足らざれども、哀に余り有り』の意にはずれているように思います。
そこで先頃、そのあたりを斟酌して、今の服に衰
さい
絰
てつ
を加えることにしました」。
　答え、「理屈からすれば確かにそうだ。ただ、今は喪服に古い作りが残されているの
で、後世、君臣関係を治めようとするものがあれば、もしかしたらこれを手がかりとし
て儀礼を実践することができるかもしれない。もしすべてを廃止してしまったら、後世
の者は古制を再確認することがますますできなくなる」。 （錢木之）
〔注〕
（ 1） 子升　子升は錢木之〔字は子山、常州晋陵の人で、温州永嘉に居住する〕の別の
字とする説がある。ただ、子升とは錢木之の字ではなく、異なる人物を指すとする説
もある。陳栄捷『朱子門人』参照。
（ 2） 祔禮　　新たに亡くなった者の神主（位牌）を廟内の祖先の神位の傍らに付け加
えて安置すること。『説文解字』に「祔、後死者合食於祖先」とある。
（ 3） 煞　　はなはだの意。「殺」に同じ。『語類』巻二・理気下・21条（Ⅰ・一七）に
「若天之高、則里數又煞遠」とある。
（ 4） 喪禮、如溫公儀……　　司馬光『書儀』巻六・喪儀二・五服制度に、喪服につい
て詳細に規定されている。その自注に「然則唐五代之際士大夫家喪服、猶如古禮也。
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近世俗多忌諱、自非子爲父母、婦爲舅姑、妻爲夫、妾爲君之外、莫肯服布。有服之
者、必爲尊長所不容、衆人所譏誚、此必不可強、此無如之何者也。今且於父母舅姑夫
君之服粗存古制度、庶幾有好禮者猶能行之」とあるのによれば、父母のための喪、舅
姑のための喪、夫のための喪、および妾の君のための喪についてだけは、『書儀』は
古い喪服の作りを残そうとしていたことがわかる。
（ 5） 禮不足哀有餘　　『礼記』檀弓篇上の語。儀礼は行き届いていなくても哀しみの
心があふれている方が良いという意。「喪禮與其哀不足而禮有餘也、不若禮不足而哀
有餘也」。
（ 6） 衰絰　　衰
さい
は胸のところにつける四角い布。絰
てつ
は首絰と腰絰のことで、首絰は頭
に巻く鉢巻状のもの、腰絰は腰につける帯で、いずれも粗末な麻縄などで作られる。
『儀礼』喪服「斬衰裳、苴絰杖絞帶」の鄭注、および喪服・記の「衰、長六寸、博四寸」
の鄭注を参照。
【 4】
　問（校1）「喪服、今人亦有欲用古制者。時擧以爲吉服既用今制、而獨喪服用古制、恐徒
駭俗、不知當如何」。曰（校2）「駭俗猶些小事、但恐考之未必是耳。若果考得是、用之亦無
害」。　時擧。
〔校注〕
（校 1） 「問」、楠本本は「又問」。
（校 2） 「曰」、楠本本は「先生曰」。
〔訳〕
　質問、「喪服について、今の人にも古い作りを採用したいと考えている者がいます。
わたくし時挙は、吉服が今の作りを用いているからには、喪服だけ古い作りを採用して
も、ただ世間を驚かせるだけだと思うのですが、どうすべきでしょうか」。
　答え、「世間を驚かせるなんて、まだ些細なことだ。心配なのは、喪服の作りが正し
く考えられていないことだ。もし考えた結果正しいならば、それを用いてもかまうま
い」。 （潘時挙）
【 5】
　喪禮衣服之類、逐時換去。如葬後換葛衫、小祥（1）後換紳布（2）之類（校1）。　揚。
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〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十九にはなし。
（校 1） 「如葬後……布之類」、朝鮮整版・正中書局本・和刻本はいずれも双行注とする。
〔訳〕
　喪礼の衣服などは、局面ごとに取り替えられる。たとえば、埋葬の後に葛布製の衫
うわぎ
に
着替えたり、小祥の後には大帯に取り替えるなどである。 （包揚）
〔注〕
（ 1） 小祥　　三年の喪の際、死後まる一年後に行なう祭礼のこと。『儀礼』士虞礼に
「朞而小祥」とあり、その鄭注に「小祥、祭名。祥、吉也」、賈疏に「自祔以後至十三
月小祥、故云朞而小祥」とある。
（ 2） 紳布　　士大夫が衣服の上から腰に締めた礼装用の大帯のことであろう。『論語』
郷党篇に「加朝服、拖紳」とあり、何晏の集解に「紳、大帶」とある。
【 6】
　問喪服之制。曰「『衣帶下尺（1）』。鄭注云『要也廣尺、足以掩裳上際（2）』。廖西仲（3）
云『以布半幅、其長隨衣之圍、橫綴於衣下而謂之要』」。
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十九にはなし。
〔訳〕
　喪服の作りについて質問があった。
　答え、「『衣の帶下は尺なり』という。その鄭玄注に『要は広さ尺にして、以て裳上の
際を掩うに足る』とあり、廖西仲（廖庚）は『布半幅を用いて作り、その長さは上衣の
周囲の長さに合わせ、衣の下部に横につなぎ合わせたものを要という』と述べている」。
〔注〕
（ 1） 衣帶下尺　　『儀礼』喪服・記の語。「上衣の、帯をしめる腰の部分の縦の長さは
一尺である」の意味。衣とは衰（この場合は上衣）のこと。帯とは上衣の腰帯にあた
る部分のことで、帯そのものを指すのではない。賈公彦の疏に「謂衣腰也。云衣者、
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即衰也」、「云帶者、此謂帶衣之帶、非大帶・革帶者也」とある。
（ 2） 要也廣尺、足以掩裳上際　　「衣帶下尺」の鄭注。「要（上衣の、腰帯にあたる部
分）は、幅が一尺で、裳（下衣）の上端部を覆うことができる程度にする」の意味。
（ 3） 廖西仲　　廖庚。字は西仲、大治の人。著作に『喪服制度』があったという。『学
案補遺』別附巻二参照。
 （以上、山田明広）
